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Abstract 
Adopting both quantitative and qualitative methodologies, this study examines from education 
and psychological perspectives the changes in attitudes toward clinical training by occupational 
therapy students who attended a communication skill course (7 class hours) held prior to clinical 
training.  The principal aims of this study are (i) to investigate the effect of the communication 
skill course, (ii) to explore occupational therapy students’ attitudes toward clinical training, and 
(iii) to seek support strategies which increase their effectiveness as occupational therapy students.  
Questionnaires completed by the students who attended the communication skill course were 
analysed (N=24).  The findings show that the students noticed the improvement in their 
communication skills and the reduction in their anxiety level after the course.  In addition, they 
show that the students discovered ways to reduce their anxieties through the course, and that their 
attitudes toward clinical training changed positively.  Finally, some possibilities are suggested for 
the effectiveness of the communication skill training, in order to enhance students’ performance 





























 Ａ大学作業療法士養成課程 3 年生に実施した、全 4 回のコミュニケーション講座に出席
した学生 44 名（男子 18 名、女子 26 名）に授業後のアンケート調査を実施した。その中




 コミュニケーション講座は平成 24 年 10 月から平成 25 年 1 月までの期間に合計 4 回実
施した。この講座は正規のカリキュラム外に実施したため、受講しても試験などで評価さ
れることはなく、単位も付与されない。学生の授業の合間を縫っての実施となった。概要
は表 1 の通りである。 
表 1 コミュニケーション講座の概要 
回数 実施時期 時間数 テーマと主な内容 
1 H24 年 10 月 180 分 「コミュニケーションについて」 
 講義：コミュニケーションの意義・定義 
 演習：ゲームを通じた非言語コミュニケーション 
2 H24 年 11 月 180 分 「伝えること・聞くこと」 
講義：伝えること・聞くこととは 
演習：ゲームを通じた他者への伝達 
3 H24 年 12 月  90 分 「倫理観とコミュニケーション」 
 講義：実習における倫理観について 
 演習：実習困難場面（ロールプレイング） 


















④ コミュニケーション能力の自己評価。（10 点満点で採点） 























１）。その結果、1 回目が 5.1 点で最も低く、





























各回ごとの対象者全員の平均点を比較したものが図 2 である。1 回目が 7.4 点、2 回
目が 7.2 点、3 回目が 7.3 点とほぼ横並びであったが、4 回目は 6.4 点と 1 点程度低
下した。分散分析の結果、授業回数に有意な主効果が認められた(F(3, 87)=2.109, 

































  1 回目のデータ 







































  4 回目のデータ 
 カテゴリーグループ 1：学修面の不安、およびカテゴリーブループ 2：対人面の不
安は１回目のデータと同様に分類した。 
 新たにサブカテゴリーを設けたカテゴリー 










   「漠然とした不安」は、どこに不安があるかわからないといった回答を分類した。 
   「不安の減少」は、コミュニケーション講座やその他の授業を通して不安が軽減し
たという回答を分類した。 







（Glaser & Strauss, 2008）。図 3、図 4、図 5 はそれぞれ、1 回目、3 回目、4 回目のデー
















（   ）内は分類コード 
学修面の不安
 






















































事前準備 どんなことを事前にやっておくといいか (M61) 

























レポート レポートをしっかりと書くことができるか (E64) 
レポートなど、課題がきちんとできるか (W64) 
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